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ることは身につかない。幼少期、特に 3、4 歳から 8 歳
までのプレゴールデンエイジと言われる時期に様々な動
きを体験し、自身の感覚で自身の身体を直接コントロー
ルできることが必要である。さらには、その後のゴール
デンエイジと言われる 9 歳〜12歳の時期の発達を教員
は支援していかなければならない。
4	教員養成課程の学生の身体感覚
とできるようになりたいと思う
気持ち
（1）学生の身体感覚
小学校教員養成課程の学生などに器械運動系の種目を
必修として課している。
これは、器械運動の学習では、技の特性から「でき
る」「できない」が明確に表れるため、練習段階におい
ても、動き方を工夫することで動き方の感じがわかって
いくこと、器械運動は、技が「できる」ことをねらいと
した、動き方を身に付けていくための運動学習として大
きな意味と価値をもっている（文部科学省、2015）から
である。つまり、自身の身体をねらい通りに動かし、動
かせた結果、技が「できる」という特性を持っている。
この器械運動系の種目を行なっている時の学生の身体
感覚を見ていると、実際の動き（外観）と自分の感じ取
る動き（内観）のギャップが大きいことがよくわかる。
近年の学生に多いのは、動きを発生させるためにどの
部位の筋肉を使い（収縮させ）、その結果どういった動
きになるのか全く身体のイメージを持っていないことで
ある。逆上がりをするためには、最低限鉄棒にぶら下が
ることができる筋力と力の使い方ができないと逆上がり
はできない。しかし、ぶら下がることは十分にできるの
にもかかわらず、回ろうとするとぶら下がれずに腕が伸
びてしまう。また、逆上がりでは回るためには腕の筋肉
だけでなく背中特に肩甲骨周りにある筋肉をタイミング
よく使用しないと身体を逆立ち状態に回すことができな
いが、そのような運動経験（マット運動の後転にも見ら
れるが、後ろに回るという感覚がない）を積んできてい
ないのであろう。全くどこに力を入れていいか、使って
いるのかイメージができない学生が多い現状である。
また、マット運動についても内観では、真っ直ぐに
回っているつもりであるが、外観は、あらぬ方向に曲
がっていってしまう。筆者が「曲がってるよ」と言って
も、「曲がっていない」と内観と外観のギャップに気づ
かない。これらは、指導者になる上で問題である。見本
を見せる上でもそうであるが、子ども達を指導する上
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で、教員自身が身体を正確にコントロールできていない
ということになり、そのズレた感覚のまま子ども達に教
えても、身体の使い方や使った結果、どうなるのかを的
確に教えることはできない。なにも、体操選手並でなけ
ればいけないと言っているわけではない。最低限、ボ
ディイメージができ、身体を自分の意思でコントロール
することができる感覚があれば、自身で調整し、できる
ようになる。そこまでの感覚があれば、その他の運動領
域の種目においても同様に動きを習得することが可能で
ある。最初は、「先生の言っていることがわからない」
と言っていた学生も、自分で自身が感じている動きと実
際の動きのズレを認識できるようになれば、自分の口か
ら「あっ、今曲がった」、「今、違った」と筆者が何も指
摘せずとも、すぐにもう一度やり直してくる。　
このように内観と外観が一致してくると、すぐに動き
を補正でき、正確に技ができるようになっていく。ここ
までの学生の反応があれば、筆者ももうすぐできるよう
になるなと安心して見ている。また、動きの違いが認識
できた学生は、友達に教える際も、自身の経験とできた
時とできなかった時の感覚があるため、的確に助言がで
きている。このことは、指導者として子ども達を教える
ために重要な経験である。
（2）できるようになりたいという気持ち
学生の中に、何も言わず黙々と泣きながら練習する学
生がいる。聞くと「できるようになりたい」と言ってく
る。また、中には「必要だから」と言ってくる学生もい
る。これらの学生は、できるようになる必要性を認識
し、自ら練習しているから問題はない。しかし、「でき
ないからやらない」と言って早急に諦めてしまってい
る学生、「私は今までできなくても苦労しなかった」な
ど、この基準があることを疑問に感じている学生も少数
いる。そのようなことを言う学生は、できない学生であ
る。そのように質問してくる学生に、いつも筆者は「君
らができないことは、問題ないと思う。でも、将来教員
になって君らが教える子ども達はできなくていいのか
な。できるようになりたいと言っている子ども達に、そ
んなの必要ないと言って教えないの。その時にできた経
験がないのに教えられるの。」と答えることがある。そ
うすると、「そんなこと言わない。練習するから教えて」
と返事が返ってくる。
筆者が常に思っていることは、できる学生には申し訳
ないが、このようにできない学生が練習し頑張ってでき
た時の感動や動きの感覚の経験が、教員になった時に、
子ども達への指導で生きてくると考えている。できなく
て練習を頑張ってやっとできた時の感情、動きの感覚と
いうのは、子ども時代より学生時代の方がより認識され
ている。この頑張った過程が、教員になった際にできな
い子ども達への的確なアドバイスや指導ができると考え
ている。これらの経験を得るのも、できるようになりた
いという思いで練習したからこそ得られる経験であると
考える。
5	全科を教える教員に必要な体育
科の資質、能力
上述から、小学校教員として体育科に必要な資質、能
力とは、以下の通りにまとめることができる。
（1）資質とは
何かの技や技術を習得してみせるという強い気持ち
と、それらを習得するために、練習に励むことができる
力である。
（2）能力とは
自分の身体イメージを持ち、自分の意思で身体を動か
し、内観と外観が一致した動きができる力である。
この資質、能力があれば、小学校の体育科の全運動領
域に対応できる力が備わっており、現場に出た際に必要
となるまだ経験したことのない新しい種目や運動に対し
て身体の動きや技などのポイントの理解ができるであ 
ろう。
小学校教員が全科を教えるのは、大変なことである。
しかし、子ども達のより良い発達や、学習指導要領の求
めている目標の達成を願うならば、体育科が不得意で
あったとしても、上記の資質、能力を身につけていって欲
しい。また身につけさせ教員として送り出していきたい。
そうすれば、何十年か後には、現在の子ども達の体育
的・体力的問題は解消されているかもしれない。
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